
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 209 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 家庭総合 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「新家庭総合」今を学び未来を描き暮らしをつくる （教育図書出版） 

副教材等 LIFE おとなガイド（教育図書出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

〇家庭生活に関心をもち、積極的に取り組みましょう。 

１．人が生きてゆくうえで必要な知識、とりわけ家庭生活にかかわる基本的な知識を身に付けます。 

友達の考えを知り、多様な考え方を学び、自分の考えをもちましょう。 

２．実践的・体験的な学習を通して、自立に向けた確かな技術を身に付けます。 

３．学んだことを自分の生活の問題として捉え、よりよい生活をめざします。 

 

２ 学習の到達目標 

１．食生活、住生活、生活設計などに関する知識と技術を総合的に習得する。 

２．学習した知識や技術を活かし、家庭や地域の生活課題を主体的に解決する態度を育てる。 

３．家族や社会との共生をめざし、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・食生活、住生活、

生活設計などについ

て関心をもち、その充

実向上をめざして主

体的に取り組むとと

もに、実践的な態度を

身に付けている。 

・食生活、住生活、

生活設計などについ

て生活の充実向上を

図るための課題を見

いだし、その解決をめ

ざして思考を深め、適

切に判断し、工夫し創

造する能力を身に付

けている。 

・食生活、住生活、生

活設計などに関する

技術を総合的に身に付

けている。 

・食生活、住生活、生

活設計などに関する

知識を総合的に身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

自己評価 

相互評価 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

発表 

定期考査 

自己評価 

相互評価 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

製作品 

定期考査 

自己評価 

相互評価 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

【１
学
期
】 

４
月 

 

５
月 

６
月 

７
月 

食
生
活 

1 食生活をみつめよう 

・食事のもつ機能 

・現代の食生活の課題 

２ 安全・安心な食品を選ぼう 

・食品の安全を守る 

３ 調理 

・調理してみよう 

・おいしく調理するために 

・和食献立の調理実習 

・洋食献立の調理実習 

・中国風献立の調理実習 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○

○

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○

○

○

○ 

a:自分や家族の食生活に関心

をもち、安全かつ衛生的に調理

実習に取り組もうとしている。 

b:自己の食生活を分析し、改善

策を考えることができる。 

c:食生活の自立に必要な基礎

的な調理ができる。 

D：食品の調理上の性質につい

て科学的に理解している。 

学習状況の

観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

自己評価 

相互評価 

     

１学期末考査  ○ ○ ○  定期考査 

【２
学
期
】 

８
月 

９
月 

1
0

月 

食
生
活 

４ 私たちが食べているもの 

・栄養素とは 

・栄養素の働き 

・食品を知ろう 

５ 安全・安心な食品を選ぼう 

・食品の選択 

・食品の保存 

６ 献立 

・献立を立てよう 

・何をどれだけ食べる 

７ 食と暮らしのかかわり 

・食文化の継承 

・食料自給率の低下と食育 

・環境について考えよう 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:行事食、郷土料理、伝統的な

加工食品などの食生活の文化 

とその背景について考えよう 

としている。 

b:食事摂取基準や食品群別摂

取量のめやすを活用し、経済、

能率、家族のし好を踏まえた献

立を考え、工夫している。 

c: 主体的に食生活を営むため

に必要な情報を収集・整理する

ことができる。 

d:食品の栄養的特質について

科学的に理解している。毎日の

食事が健康と深くかかわって

いること、各ライフステージの

食生活の課題、食事摂取基準や

し好の変化などについて理解

している。 

学習状況の

観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

発表 

自己評価 

相互評価 



 

※令和３年度以前入学生用 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

【２
学
期
】  

1
1

月 
12

月 

 

１ 人と住まい 

・住まいの役割 

2 住まいの空間と構成 

・空間はどう構成されるの 

・快適に暮らす 

・住まいの移り変わり 

3 住まいと安全 

・安全に暮らす 

・外部からの安全 

4 住まいと社会 

・住まいの今 

・さまざまなつながり 

５ 住まいと環境 

・文化と住生活 

・住居の維持と管理 

・環境と住生活 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:家族の生活の場としての住

居の条件について、生涯を見通

して考えようとしている。 

b:防犯、防火、耐震などの安全

性が高く、日照、採光、換気、

遮音などに配慮して健康的に

住むことができる住居につい

て考えている。 

c:住居の平面図やインテリア

デザインができる。 

d:安全で快適な住生活を送る

ための知識を身につけ、環境に

も配慮した住生活について理

解している。住居の文化的な側

面から、様々な住様式について

理解している。 

学習状況の

観察 

ワークシート 

レポート 

製作品 

発表 

小テスト 

自己評価 

相互評価 

  

2 学期末考査  ○ ○ ○  定期考査 

【３
学
期
】 

１
月 

生
活
設
計 

1 目標をもって生きよう 

・生活設計とは 

2 人とかかわって生きる 

・共生社会とは 

3 持続可能な社会をめざして 

・私たちの生活と環境 

・低炭素な社会をめざす 

・持続可能な社会のために 

・行動し、変化を起こそう 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 人生を見通し、自己の生活

資源を活かした生活設計を考

えようとしている。 

ｂ：共生社会の重要性を考え、

その実現のための課題につい

て具体的に考えたり、資料を収

集してまとめることができる。 

ｃ：環境負荷の少ない生活につ

いて考え、自らの生活意識やラ

イフスタイルを見直すことが

できる。 

ｄ：一生を通して，社会の動き

を見つめ，不測の事態にも柔軟

に対応する必要性や広い視野

をもって生活を創造していく

ことの重要性を認識している。 

学習状況の

観察 

ワークシート 

小テスト 

自己評価 

相互評価 

 

  

学年末考査  ○ ○ ○  定期考査 


